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「低層の公共建築物＊1については原則としてすべて木造化を図る」という
「公共建築物等木材利用促進法」が成立してから、この5月で5年が経過した。

過去の「都市建築物の不燃化」という非木造化の考え方を180度転換した画期的な法律である。
85％の市町村が国の方針に即して、木材利用方針の策定を行っており、

公共建築物や非住宅建築物の木造化の期待が高まっている。
住宅市場が縮小傾向の中、増加が注目される非住宅市場での木造化の課題と可能性、

そして、非住宅市場に対するプレカット事業者の取り組みを考察する。

（※本特集では木造の非居住用建築物を「非住宅木造」と表記する）

施
主
も
事
業
者
も

木
造
の
経
験
が
な
い

　

全
国
１
４
７
２
の
市
町
村
が
、「
公
共
建

築
物
等
木
材
利
用
促
進
法
」に
賛
同
し
て

木
材
利
用
の
方
針
を
打
ち
出
す（
＊
２
）
な
ど
、

非
住
宅
建
築
物
の
木
造
化
に
対
す
る
認
識

は
少
し
ず
つ
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

実
際
の
普
及
状
況
は
ま
だ
ゆ
る
や
か
な
も

の
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、
国
が
整
備
す
る
低
層
の
公
共

建
築
物
で
は
、
２
０
１
３
年
度
に
対
象
と

な
っ
た
１
１
８
件
の
う
ち
、
木
造
で
整
備

さ
れ
た
の
は
24
件
だ
け
で
す
。
ま
た
、
建

築
着
工
統
計
を
見
て
も
、
非
住
宅
の
木
造

率
は
こ
こ
20
年
間
床
面
積
で
７
％
前
後
と

い
う
低
い
水
準
の
ま
ま
で
す（
図
１
・
２
）。

な
ぜ
非
住
宅
の
木
造
化
が
な
か
な
か
進
ま

な
い
の
か
。
そ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
要
因

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
自
治
体
や
民
間
事
業
者
な
ど
の

施
主
側
と
建
物
を
提
案
す
る
事
業
者
側
が

こ
れ
ま
で「
中
大
規
模
木
造
建
築
物
を

部
材
を
規
格
化
す
れ
ば

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
可
能

　

次
に「
木
造
の
メ
リ
ッ
ト
が
知
ら
れ
て
い

な
い
」こ
と
も
要
因
で
す
。
ど
ん
な
建
物
な

ら
木
造
の
良
さ
を
よ
り
生
か
せ
る
か
を
分

析
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
木
造
は
癒
や

し
効
果
を
は
じ
め
、
施
工
が
早
い
、
建
物

が
軽
い
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

作
っ
た
経
験
が
な
い
」こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

施
主
側
は
、
木
造
に
し
た
場
合
の
耐
久

性
や
耐
火
性
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
コ
ス
ト

な
ど
が
心
配
で
、
そ
れ
な
ら
長
年
な
じ
ん

で
い
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造（
Ｒ
Ｃ

造
）に
し
て
お
こ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
る

わ
け
で
す
。

　

ま
た
設
計
事
務
所
や
建
設
業
者
な
ど
の

事
業
者
側
に「
木
造
の
提
案
が
で
き
る
、
あ

る
い
は
構
造
計
算
が
で
き
る
技
術
者
が
、

首
都
圏
以
外
で
少
な
い
」こ
と
も
、
木
造
化

を
阻
む
一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
解

決
す
る
に
は
、
人
材
の
育
成
を
、
特
に
首
都

圏
以
外
で
行
う
こ
と
が
急
務
で
す
。
人
材
が

育
た
な
い
限
り
、
非
住
宅
の
提
案
は
最
初
か

ら
Ｒ
Ｃ
造
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

例
え
ば
、
地
盤
が
悪
い
敷
地
条
件
で
は
、

Ｒ
Ｃ
造
よ
り
軽
い
木
造
の
方
が
基
礎
も
小

さ
く
て
す
み
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
木
造

化
さ
れ
て
い
る
の
は
学
校
や
保
育
園
な
ど

の
教
育
関
連
施
設
が
多
い
で
す
が
、
都
市

部
の
３
〜
４
階
建
て
の
商
業
ビ
ル
や
集
合

住
宅
な
ど
で
も
、
木
造
の
メ
リ
ッ
ト
が
生

か
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
普
及
の
足
か
せ
に
な
る
最
大
の

「非住宅木造」とプレカットの
“今”を探る

非
住
宅
木
造
の
普
及
に
は

中
断
面
部
材
の
規
格
化
が
必
須

特  集

＊1： 公共建築物には、国や市町村以外が整備する学校、老人ホーム、保育所、福祉ホーム、病院、診療所、体育館、高速道路の休憩所なども含まれる
＊2： 2015年3月31日現在

要
因
が「
コ
ス
ト
高
」で
す
。
安
定
的
に
供

給
さ
れ
、
流
通
し
て
い
る
住
宅
用
資
材
と

異
な
り
、
中
・
大
規
模
木
造
の
資
材
は
個

別
設
計
の
一
品
生
産
が
多
い
た
め
値
段
も

高
く
な
り
が
ち
で
す
。
Ｒ
Ｃ
造
と
の
コ
ス

ト
競
争
で
は
不
利
に
な
り
ま
す
。
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
を
図
る
た
め
に
は
、
住
宅
用
よ
り

も
大
き
い
中
断
面
部
材
の
規
格
化
が
重
要

で
す
。
住
宅
資
材
と
同
じ
よ
う
に
規
格
化

し
て
供
給
す
れ
ば
、
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
は
可
能
で
す
。
ま
た
、
そ

れ
に
応
じ
て
接
合
金
具
の
規

格
化
も
進
む
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
規
格
作
り
は
、
施
主

側
で
は
国
土
交
通
省
の
官
庁

営
繕
部
な
ど
が
率
先
し
て

や
っ
て
い
た
だ
け
る
と
い
い
で

す
ね
。ま
た
生
産
側
と
し
て
は
、

集
成
材
や
製
材
な
ど
の
資
材

供
給
メ
ー
カ
ー
や
プ
レ
カ
ッ
ト

事
業
者
、
金
物
メ
ー
カ
ー
な

ど
が
一
緒
に
な
っ
て
、「
こ
う

い
う
寸
法
体
系
で
提
供
し
た

い
」と
提
案
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
特
に
、
住
宅
市
場
で
す
で

に
素
晴
ら
し
い
技
術
と
供
給

体
制
を
持
っ
て
い
る
プ
レ
カ
ッ

ト
業
界
に
引
っ
張
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ス
ト
」の

意
識
を
広
め
る

　
「
低
層
の
公
共
建
築
物
は
原
則
木
造
に
す

る
」と
い
う
法
律
が
で
き
、
木
造
の
非
住
宅

市
場
が
出
来
上
が
り
つ
つ
あ
る
と
い
え
ま

す
。
し
か
し
市
場
は
あ
る
の
に
、
意
識
が
ま

だ
追
い
つ
い
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

「
ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ス
ト
」と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
非
住
宅
の
建
物
も
住
宅
と
同
様
に
、

ま
ず
木
造
で
検
討
す
る
、と
い
う
考
え
方
で
、

カ
ナ
ダ
で
は
法
律
を
定
め
て
い
る
州
も
あ
り

ま
す
。
今
ま
で「
Ｒ
Ｃ
フ
ァ
ー
ス
ト
」だ
っ
た

日
本
も
、
ま
ず「
ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ス
ト
」の
意

識
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

私
が
、
特
に
木
造
化
を
お
勧
め
し
た
い

の
は
、
緑
に
囲
ま
れ
た
地
方
都
市
の
３
〜

４
階
建
て
商
業
ビ
ル
や
集
合
住
宅
で
す
。

１
〜
２
階
を
商
業
施
設
に
し
て
、
３
〜
４

階
を
居
住
空
間
と
す
る
提
案
は
、
地
方
都

市
で
は
か
な
り
需
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

準
防
火
地
域
で
は
燃
え
し
ろ
設
計
が
可
能

な
準
耐
火
で
対
応
で
き
ま
す
し
、
４
階
建

て
ま
で
は
１
時
間
耐
火
で
す
。
本
当
の
競

争
力
を
つ
け
る
た
め
に
は
、
民
間
の
商
業

施
設
の
木
造
化
が
進
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。
４
階
建
て
ま
で
は
当
た
り
前
の
よ
う

に
木
造
で
造
る
仕
組
み
が
早
く
出
来
上
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 東京都市大学

工学部
建築学科教授

大橋 好
よ し み つ

光氏

図 1.  非住宅における床面積の木造・非木造割合の推移
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図 2.  住宅・非住宅における階数別の木造率（2014 年度）

図 3．非住宅木造普及の課題と対策（まとめ）

施主が木造に対して
消極的
施主に対して
木造の提案ができない
木造のメリットが
知られていない

コスト高

耐久性や耐火性、
メンテナンスコストが心配

・「ウッドファースト」の意識を持つ
・施主の不安を払拭するための適切な説明
・「ウッドファースト」の意識を持つ
・木造の構造設計ができる人材育成
・木造の良さを生かせる 3 ～ 4 階の商業施設や
  集合住宅で、競争力をつける

・中断面部材や接合金具を規格化し、量産する

木造の意匠設計・
構造計算ができる人材が不足
木造の良さを生かせる
条件分析が不足
中・大規模木造用資材が
一品生産である

住宅 ＜73,646千㎡＞ 非住宅 ＜36,336千㎡＞

12,173千㎡
（100％）

5,729千㎡
（100％）

3,140千㎡
（100％）

6階～

4～5階

3階

～2階

合 計

4,017千㎡
（54.3％）

3,380千㎡
（45.7％）

6,917千㎡
（100％）

8,531千㎡
（16.7％）

※ 住宅には「居住専用建築物」「居住専用準住宅」「居住産業併用建築物」を含む
※ 新築のみを対象とし、増改築は含まない

※ 増改築を含む

出所：国土交通省「建築着工統計調査」

出所：国土交通省「建築着工統計調査」

2,996千㎡
（16.0％）

42,405千㎡
（83.3％）

15,762千㎡
（84.0％）

68千㎡
（1.4％）

4,864千㎡
（98.6％）

課   題 原   因 対   策

木造
非木造

45,785千㎡ （62.2％）27,861千㎡ （37.8％）

5,729千㎡
（100％）

6,917千㎡
（100％）

2,996千㎡
（16.0％）

15,762千㎡
（84.0％）

68千㎡
（1.4％）

4,864千㎡
（98.6％）

3,064千㎡
（8.4％）
3,064千㎡
（8.4％）

33,272千㎡
（91.6％）

33,272千㎡
（91.6％）

12,173千㎡
（100％）

3,140千㎡
（100％）

4,017千㎡
（54.3％）

3,380千㎡
（45.7％）

8,531千㎡
（16.7％）

42,405千㎡
（83.3％）

45,785千㎡ （62.2％）27,861千㎡ （37.8％）

● 

巻
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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非
住
宅
市
場
の
開
拓
は
不
可
欠

　

プ
レ
カ
ッ
ト
事
業
と
と
も
に
建
築
部
門

も
有
す
る
同
社
で
は
、
12
年
前
に
金
物
工

法
に
対
応
で
き
る
設
備
を
検
討
す
る
中
、

大
規
模
木
造
へ
の
対
応
を
見
据
え
て
大
断

面
加
工
設
備
を
導
入
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、
非
住
宅
物
件
を
受
注
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
２
０
１
４
年
度
に
プ
レ
カ
ッ
ト
を
手
掛

け
た
非
住
宅
物
件
は
全
売
り
上
げ
の
約

15
％
を
占
め
る
ま
で
に
成
長
し
て
い
る
。
受

注
は
主
に
地
場
ゼ
ネ
コ
ン
か
ら
だ
と
い
う
。

「
今
後
の
住
宅
市
場
の
縮
小
を
視
野
に
入
れ

れ
ば
、
こ
れ
ま
で
鉄
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
作

ら
れ
て
い
た
建
築
物
を
木
で
建
て
て
い
く
と

い
う
市
場
を
開
拓
す
る
こ
と
は
不
可
欠
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
当
社
も
最
初
は
な
か

な
か
要
領
が
分
か
ら
ず
に
苦
労
し
ま
し
た

が
、
少
し
ず
つ
改
善
し
な
が
ら
実
績
を
積

ま
す
。
ま
た
、
当
社
の
加
工
設
備
で
対
応

で
き
な
い
場
合
も
他
社
に
加
工
協
力
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
他
社
か

ら
当
社
へ
依
頼
が
来
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

プ
レ
カ
ッ
ト
事
業
者
が
非
住
宅
市
場
に
進

出
し
て
い
く
た
め
に
は
、
事
業
者
同
士
の

連
携
強
化
が
お
互
い
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
」（
石
川
氏
）

プ
レ
カ
ッ
ト
を
超
え
た

ト
ー
タ
ル
な
対
応
力
が
必
要

　
「
非
住
宅
木
造
に
取
り
組
む
場
合
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
能
力
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
木
材

の
知
識
を
駆
使
し
て
、
意
匠
設
計
や
構
造

設
計
な
ど
物
件
に
関
わ
る
事
業
者
の
意
見

を
ま
と
め
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、

ネ
コ
ン
や
設
計
事
務
所
に
と
っ
て
、
木
材

の
扱
い
に
慣
れ
た
プ
レ
カ
ッ
ト
事
業
者
は
、

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
だ
。

プ
レ
カ
ッ
ト
事
業
者
同
士
の
連
携
で

住
宅
と
非
住
宅
の
両
立
を
図
る

　

プ
レ
カ
ッ
ト
事
業
者
が
比
較
的
取
り
組

み
や
す
い
非
住
宅
物
件
は
、
流
通
材
を
利

用
で
き
る
低
層
の
中
規
模
物
件
だ
ろ
う
。

同
社
が
こ
れ
ま
で
に
手
掛
け
て
き
た
非
住

宅
物
件
の
約
半
数
が
保
育
園
や
幼
稚
園
な

ど
の
教
育
関
連
施
設
だ
と
い
う
。

　
「
長
い
付
き
合
い
の
あ
る
設
計
事
務
所
が

教
育
関
連
施
設
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
し
、

当
社
に
発
注
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
教
育
関
連
施
設
の
場
合
、
３
月
竣

工
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
こ
れ
が

う
こ
と
が
大
半
で
す
。
普
段
Ｒ
Ｃ
や
Ｓ
造
に

慣
れ
て
い
て
も
、
木
造
に
な
る
と
建
て
方
の

勝
手
は
違
い
ま
す
。
最
近
で
は
躯
体
を
組
ん

で
間
柱
を
入
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
弊
社
で
終
わ

ら
せ
て
か
ら
お
渡
し
す
る
こ
と
も
増
え
ま
し

た
。
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
リ
ピ
ー
ト
を
頂

く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

　

非
住
宅
の
場
合
、
ゼ
ネ
コ
ン
の
み
な
ら
ず

地
場
の
材
木
問
屋
や
他
社
の
プ
レ
カ
ッ
ト
事

業
者
か
ら
の
受
注
も
少
な
く
な
い
。
今
後
と

も
非
住
宅
の
受
注
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と

い
う
同
社
で
は
、
地
域
の
住
宅
関
連
事
業
者

と
の
連
携
を
よ
り
強
化
し
て
い
く
構
え
だ
。

プレカット工場内の作業風景。金物接合のための端部を加工した後、出荷前にトラスに組み上げるこ
とで現場の負担を軽減する

木造の大空間を実現

国産杉でトラスを工場加工し、建て方工事まで行う

ウッドデッキのテラス木造の良さを最大限に生かした室内

重
な
る
と
前
年
11
月
頃
が
プ
レ
カ
ッ
ト
の

納
品
の
ピ
ー
ク
。
私
た
ち
の
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
で
は
対
応
し
き
れ
な
く
な
る
こ
と
も

あ
る
の
が
悩
み
で
す
」（
石
川
氏
）

　

施
主
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
納

期
の
変
動
も
あ
り
得
る
住
宅
と
は
異
な
り
、

公
共
施
設
で
は
オ
ー
プ
ン
日
が
決
ま
っ
て
い

る
の
で
、
納
期
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
こ
で
同
社
で
は
、
他
の
プ
レ
カ
ッ
ト

事
業
者
と
加
工
協
力
を
行
う
こ
と
で
、
住
宅

と
非
住
宅
の
両
立
を
図
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
プ
レ
カ
ッ
ト
事
業
者
が
非
住
宅
に
取
り

組
む
場
合
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
が
非
常

に
重
要
に
な
り
ま
す
。
当
社
で
は
一
昨
年

量
産
型
ラ
イ
ン
を
新
設
し
対
応
力
を
強
化

し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
対
応
で
き
な
い

場
合
は
他
社
と
の
連
携
で
乗
り
切
っ
て
い

み
重
ね
て
き
ま
し
た
」と
石
川
氏
は
話
す
。

　

同
社
が
プ
レ
カ
ッ
ト
と
と
も
に
建
て
方

ま
で
を
請
け
負
う
非
住
宅
物
件
数
は
年
間

５
〜
６
件
。
直
近
で
は
、
２
０
１
５
年
４

月
に
道
の
駅（
千
葉
県
香
取
郡
）が
オ
ー
プ

ン
し
た
。
ゼ
ネ
コ
ン
が
元
請
け
と
な
り
、

木
材
の
調
達
か
ら
加
工
を
含
め
た
施
工
全

般
を
同
社
が
請
け
負
っ
た
。

　
「
こ
の
道
の
駅
が
建
て
ら
れ
た
の
は
、
酒

づ
く
り
が
盛
ん
で〝
発
酵
文
化
〟が
受
け
継

が
れ
て
き
た
地
域
で
、
昔
な
が
ら
の
文
化
を

表
現
す
る
と
い
う
意
味
で
も
、
施
主
は〝
木

造
の
大
空
間
〟に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
今
回
の
元
請
け
業
者
は
大
規
模
木
造

施
設
を
手
掛
け
る
に
あ
た
っ
て
木
造
の
ノ
ウ

ハ
ウ
も
必
要
と
し
た
た
め
、
木
材
の
扱
い
や

加
工
、
そ
し
て
建
て
方
に
も
慣
れ
て
い
る
当

社
に
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
」と
甲
高
氏
。

　

非
住
宅
木
造
に
着
手
し
よ
う
と
す
る
ゼ

竣
工
に
進
ん
で
い
き
ま
せ
ん
」（
甲
高
氏
）

　

ま
だ
実
例
の
少
な
い
非
住
宅
木
造
で
は
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
よ
う
な
立
場
で
、
材

か
ら
施
工
ま
で
幅
広
い
ア
ド
バ
イ
ス
が
求

め
ら
れ
る
と
い
う
。

　

設
備
さ
え
あ
れ
ば
、
ど
の
プ
レ
カ
ッ
ト

事
業
者
で
も
非
住
宅
市
場
へ
の
参
入
は
可

能
で
あ
る
と
石
川
氏
。
た
だ
し
大
切
な
こ

と
は
、
プ
レ
カ
ッ
ト
を
超
え
た
ト
ー
タ
ル

な
対
応
力
で
あ
る
と
い
う
。

　
「
当
社
で
は
、
納
材
だ
け
の
受
注
も
受
け

て
い
ま
す
。
た
だ
そ
の
よ
う
な
場
合
で
も
、

金
物
の
収
ま
り
の
確
認
な
ど
現
場
で
立
ち
会

木
材
ビ
ジ
ネ
ス
の
老
舗
で
あ
る
株
式
会
社
大
三
商
行（
本
社
・
岡
山
市
）は
、
１
９
５
０
年
の
創
業
以
来
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た

木
材
加
工
や
木
造
住
宅
事
業
に
邁
進
し
て
き
た
。
近
年
で
は
一
般
木
造
住
宅
は
も
と
よ
り
、
特
定
建
設
業
者
と
し
て
数
多
く
の
木
造

施
設
も
手
掛
け
て
い
る
。
非
住
宅
市
場
へ
の
取
り
組
み
を
、
同
社
の
プ
レ
カ
ッ
ト
事
業
を
統
括
す
る
石
川
和
重
氏
と
建
築
部
門
の
責

任
者
で
あ
る
甲
高
恒
夫
氏
に
伺
っ
た
。

株式会社大三商行
取締役専務執行役員

千葉支店長

石川 和重氏

株式会社大三商行
住宅部
部長

甲
こ う た か

高 恒
つ ね お

夫氏

プ
レ
カッ
ト
か
ら
建
て
方
ま
で
を

ト
ー
タ
ル
に
請
け
負
う—

株
式
会
社
大
三
商
行 

千
葉
支
店

特  集

非住宅木造

大三商行の非住宅木造への取り組みポイント

材や設計に関するコンサルティングや
建て方の対応で差別化

大断面加工設備の導入と他社との
加工協力で、加工体制を強化

地域の住宅関連事業者とのネットワーク
から情報収集

建　設　地 ： 千葉県香取郡神崎町
建 物 構 造  ： 木造平屋
敷 地 面 積  ： 6758.28㎡

着　工　日 ： 2014 年 9 月 20 日
竣　工　日 ： 2015 年 4 月 10 日

建　設　地 ： 千葉県白井市
建 物 構 造  ： 木造平屋
延べ床面積 ：761.57㎡（230.37 坪）

着　工　日 ：2012 年 9 月 11 日
竣　工　日 ：2013 年 2 月 25 日

「道の駅　発酵の里　こうざき」

「こざくら保育園」
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住
宅
関
連
事
業
者
と
の

協
力
体
制
を
構
築

　

住
友
林
業
が
施
工
を
請
負
い
、
２
０
１
４

年
11
月
着
工
と
な
っ
た
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム「
い
わ
ね
潮
の
香
園
」は
、
千
葉
県

木
更
津
市
の
社
会
福
祉
法
人
梅
香
会
が
経

営
母
体
と
な
っ
て
い
る
。
同
県
市
原
市
に

本
社
が
あ
る
プ
レ
カ
ッ
ト
事
業
者
の
株
式

会
社
ひ
ら
い
と
の
連
携
で
住
友
林
業
が
一

般
競
争
入
札
に
参
加
し
、
受
注
し
た
。

地
域
の
住
宅
関
連
事
業
者
と
の
連
携
で

非
住
宅
市
場
開
拓

住
友
林
業
木
化
営
業
部
は
、
介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
児
童
養
護
施
設
、
飲
食
店
舗
や
複
合
商
業
施
設
な
ど
、
多
く
の
非
住
宅
木

造
の
設
計
と
施
工
に
携
わ
っ
て
き
た
。
２
０
１
５
年
８
月
に
は
千
葉
県
木
更
津
市
に
新
た
な
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
完
工
予
定
だ
。

建
築
物
の
木
造
化
を
追
求
す
る
木
化
営
業
部
に
非
住
宅
分
野
受
注
拡
大
の
ポ
イ
ン
ト
を
聞
い
た
。

—

住
友
林
業
の
取
り
組
み

計
事
務
所
、
不
動
産
会
社
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
が
、
最
近
で
は
建
築
を
考
え
る
施
主

か
ら
直
接
問
い
合
わ
せ
が
来
る
ケ
ー
ス
も

増
え
て
き
た
と
い
う
。
デ
ザ
イ
ン
性
の
高

さ
や
利
用
者
へ
の
癒
や
し
効
果
、
他
施
設

と
の
差
別
化
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
な
ど
を
求

め
、
建
築
物
の
木
造
化
を
考
え
る
施
主
は

少
な
く
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
国
内
の
非
住

宅
施
設
は
い
ま
だ
約
90
％
が
非
木
造
で
あ

　

社
会
福
祉
法
人
の
場
合
は
地
域
密
着
型

で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
地
域
で
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
物
件
情
報
が
寄
せ
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
。
ま
た
非
住
宅
の
場
合
受
注
か

ら
着
工
ま
で
の
期
間
が
短
い
た
め
、
受
注
後

の
素
早
い
対
応
が
要
求
さ
れ
る
。
そ
う
い
っ

た
意
味
で
も
、
地
元
の
大
工
や
施
工
会
社
な

ど
の
協
力
業
者
と
つ
な
が
り
が
強
い
、
地
域

に
根
ざ
し
た
住
宅
関
連
事
業
者
の
協
力
を

得
る
こ
と
は
重
要
な
要
素
だ
。「
例
え
ば
、

プ
レ
カ
ッ
ト
の
納
材
に
関
し
て
は
、
建
て
方

ま
で
対
応
い
た
だ
け
る
と
工
事
を
円
滑
に
進

め
る
上
で
大
変
助
か
り
ま
す
。
住
宅
関
連

事
業
者
の『
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』と
当
社

の『
提
案
力
』で
一
緒
に
な
っ
て
受
注
を
と
っ

て
い
き
た
い
」と
東
原
は
語
る
。

非
住
宅
木
造
の
認
知
度
を

高
め
る
取
り
組
み
を
進
め
る

　

物
件
情
報
提
供
者
は
、
金
融
機
関
や
設

特  集

非住宅木造

住友林業株式会社
木化営業部　営業チーム

マネージャー

東
ひ が し は ら

原 大
だ い

り
、
木
造
化
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と

自
体
、
ま
だ
認
知
度
が
低
い
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

　
「
特
殊
な
も
の
ば
か
り
で
継
続
性
が
な
け

れ
ば
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
ら
ず
、
木
造

化
が
進
ま
な
い
」と
東
原
。
今
後
は
、
資
材

や
施
工
力
の
ス
ム
ー
ズ
な
確
保
、
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
に
つ
な
げ
る
た
め
に
流
通
材
や
一
般
住

宅
の
工
法
を
活
用
し
な
が
ら
、
中
小
規
模

の
非
住
宅
木
造
の
普
及
を
推
進
す
る
。
ま

た
、
認
知
度
向
上
の
た
め
に
、
特
殊
技
術

が
必
要
と
な
る
大
規
模
木
造
施
設
の
建
築

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
い
う
。

特別養護老人ホーム「いわね潮の香園」
千葉県木更津市万石字水越 146 番 1 他
建 物 構 造 ： 準耐火／木軸平屋
建 物 規 模 ： 延べ床面積  2253.11㎡（681.56 坪）
設　　 計 ： 株式会社 IFA 計画
着  工  日 ： 2014 年 11 月 27 日
完工予定日 ： 2015 年 8 月 31 日

建築中の「いわね潮の香園」の内部

自然素材である木の魅力や効果を生かした共同生活室

受注から施工までのスキーム
（「いわね潮の香園」の場合）

株式会社ひらい株式会社ひらい

住友林業  木化営業部住友林業  木化営業部
① 

連
携

③ 資材供給・施工

② 

受
注

運営

④ 

施
工

特別養護
老人ホーム

いわね潮の香園

特別養護
老人ホーム

いわね潮の香園
社会福祉法人
梅香会

社会福祉法人
梅香会
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【こうき - しん】

vol.16

分
県
臼う

す
き杵
市
、
大
分
醬
油
協
業
組
合
の
工

場
敷
地
内
に
、
世
界
一
の
大
き
さ
を
誇
る

醸
造
用
木
樽
が
あ
る
。高
さ
９
メ
ー
ト
ル
、

直
径
９
メ
ー
ト
ル
、
容
量
５
４
０
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
で
、

高
さ
は
３
階
建
ビ
ル
に
匹
敵
す
る
。

　

外
置
き
の
樽
に
は
、
保
温
性
、
断
熱
性
に
す
ぐ
れ

て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
雨
水
の
浸
入
や
漏
れ
を

防
ぐ
堅
牢
さ
が
要
求
さ
れ
る
。
ま
た
、
外
気
温
の
影

響
を
受
け
に
く
く
す
る
た
め
に
は
大
型
で
あ
る
こ
と

が
必
要
だ
。

　
木
樽
は
乳
酸
菌
や
酵
母
な
ど
、
醤
油
醸
造
に
欠
か

せ
な
い
有
用
微
生
物
が
働
き
や
す
く
、
自
然
発
酵
で

も
ろ
み
の
温
度
が
持
続
す
る
た
め
、
醸
造
に
は
最
適

だ
。
大
型
の
木
樽
だ
と
、
長
期
に
わ
た
る
外
気
温
の

激
し
い
変
化
を
ゆ
っ
く
り
受
け
と
め
、
じ
っ
く
り
と

熟
成
さ
せ
る
た
め
品
質
が
安
定
す
る
の
だ
。

　
通
常
、
醸
造
用
木
樽
に
使
わ
れ
る
の
は
杉
材
だ
が
、

こ
の
木
樽
に
は
カ
ナ
ダ
産
ヒ
バ
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、

表
面
保
護
の
た
め
に
塗
装
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ヒ
バ

が
用
い
ら
れ
た
の
は
長
尺
の
杉
材
が
な
か
っ
た
の
が

理
由
だ
が
、
ヒ
バ
は
杉
よ
り
も
木
の
細
胞
が
硬
く
、

反
発
力
が
強
い
た
め
漏
れ
に
く
い
と
い
う
利
点
も

あ
っ
た
。
カ
ナ
ダ
の
原
生
林
で
育
っ
た
樹
齢
４
０
０
年

以
上
の
ヒ
バ
を
輸
入
し
、
製
材
し
て
乾
燥
さ
せ
る
の

に
１
年
。
樽
材
に
成
形
す
る
の
に
半
年
、
組
立
工
事

に
３
カ
月
。
10
㎝
角
の
柱
と
柱
の
合
わ
せ
面
に
は
切

り
欠
き
を
施
し
、
接
着
剤
な
ど
は
使
用
せ
ず
、
ス
テ

ン
レ
ス
の
バ
ン
ド
と
締
め
金
具
だ
け
で
組
み
立
て
た
。

　
半
年
間
の
試
運
転
を
経
て
、
２
０
０
２
年
12
月
に
完

成
し
た
。
導
入
以
来
、
大
き
な
漏
れ
も
風
雨
の
侵
入
も

な
く
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
を
保
っ
て
い
る
と
い
う
。

天
然
醸
造
に
こ
だ
わ
り
、
３
年
間
と
い
う
長
期
熟
成
を

究
め
る
た
め
に
生
ま
れ
た
『
世
界
一
』
で
あ
る
。

写真提供：フンドーキン醬油株式会社

大

大分県
臼杵市
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—

こ
う
し
た
見
え
る
化
に
よ
る
最
適
化
で
、

赤
字
区
間
は
３
年
目
以
降
、
乗
降
客
が
10
％
も

増
加
し
た
と
い
う
。
現
在
同
社
で
は
５
系
統
を

運
行
し
て
い
る
が
、
中
に
は
乗
降
客
の
要
望
に

よ
っ
て
運
行
を
変
更
す
る
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
な

ど
も
採
用
し
て
最
適
化
を
進
め
て
い
る
。

　
「
私
は
、
会
社
の
存
在
意
義
は
地
域
貢
献
の
た
め

に
あ
る
べ
き
で
、
社
会
の
課
題
に
こ
そ
ビ
ジ
ネ
ス
の

種
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
赤
字
路
線
で
も
徹

底
し
た
最
適
化
を
行
え
ば
、
住
民
の
利
便
性
も
増

し
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
種
も
生
ま
れ
ま
す
。
現
在

取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
ハ
ブ
停
留
所
を
利
用
し

た
地
域
活
性
化
で
す
。
埼
玉
県
の
東
秩
父
と
い
う

過
疎
の
村
に
、
コ
ン
ビ
ニ
や
調
剤
薬
局
、
飲
食
店
や

物
産
販
売
所
な
ど
を
設
置
し
た
ハ
ブ
停
留
所
を
作

り
、
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
す
る
。

さ
ら
に
、
周
辺
の
牧
場
や
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
ア

ク
セ
ス
し
や
す
い
バ
ス
を
運
行
す
る
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
マ
イ
カ
ー
を
利
用
し
て
い
た
観
光
客
や
ハ
イ

カ
ー
も
取
り
込
め
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

生
活
機
能
を
集
約
さ
せ
た
複
数
の
ハ
ブ
停
留
所
を

巡
回
す
る
こ
と
で
、
従
来
な
か
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
地

域
に
提
供
す
る
仕
組
み
も
実
現
さ
せ
る
予
定
で
す
」

—

見
え
る
化
で
一
番
重
要
な
の
は
、「
考
え
る
」

こ
と
だ
と
谷
島
氏
。
同
社
で
は
今
後
、
バ
ス
の

力
で
日
本
全
国
に
活
気
を
取
り
戻
す
た
め
、
同

業
他
社
に
対
す
る
「
見
え
る
化
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
」
を
強
化
し
て
い
く
方
針
だ
と
い
う
。

付 加 価 値 創 造 に 挑 戦

注 企業を訪ねる

単
な
る
効
率
化
で
は
な
く

顧
客
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
最
適
化
が
重
要

—

顧
客
の
ニ
ー
ズ
ば
か
り
を
満
た
し
て
も
、
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
た
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。

そ
こ
で
、
コ
ス
ト
の
見
え
る
化
の
た
め
管
理
単
位

を「
１
台
」「
１
ダ
イ
ヤ（
運
行
）」か
ら「
１
分
」「
１

キ
ロ
」
の
走
行
当
た
り
に
変
更
。
路
線
内
の
ど
の

区
間
が
赤
字
な
の
か
を
詳
細
に
浮
き
彫
り
に
し
て

い
っ
た
。

　
「
最
初
は
デ
ー
タ
を
取
得
で
き
れ
ば
改
善
で
き

る
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
う
ま
く
い
か
ず
、

改
善
す
る
た
め
に
は『
測
る（
デ
ー
タ
収
集
）・
見

る（
デ
ー
タ
か
ら
問
題
点
を
抽
出
）・
考
え
る（
改

善
プ
ロ
セ
ス
）』が
揃
っ
て
初
め
て
実
現
す
る
と
い

う
結
論
に
３
年
の
歳
月
を
経
て
た
ど
り
着
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
通
勤
時
間
帯
と
そ
の
他
の
時
間

で
鉄
道
と
の
接
続
時
間
を
変
更
し
た
り
、
時
間
帯

に
よ
っ
て
行
き
先
を
変
更
す
る
な
ど
の
改
善
を
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ス
ト
を
か
け
ず
に
利
便

性
を
実
現
す
る
た
め
に
、
航
空
業
界
の「
ハ
ブ
＆

ス
ポ
ー
ク
」を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
ハ
ブ
停
留
所

を
設
け
て
バ
ス
を
集
約
し
、
乗
り
換
え
機
能
を
持

た
せ
る
こ
と
で
、
効
率
の
悪
い
長
距
離
路
線
を
折

り
返
し
の
短
距
離
路
線
に
変
更
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
車
両
台
数
を
増
や
さ
ず
に
運
行
本
数
の

増
加
に
成
功
し
ま
し
た
。
私
た
ち
が
目
指
す
の

は
、
あ
く
ま
で
も
顧
客
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
最
適

化
で
す
。
単
な
る
効
率
化
だ
け
を
考
え
て
い
て

は
、
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
」

乗
客
と
運
行
の
デ
ー
タ
収
集
や

顧
客
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

—

地
方
都
市
の
路
線
バ
ス
は
、
地
域
住
民
に

と
っ
て
生
命
線
と
も
言
う
べ
き
存
在
だ
。
そ
の
一

方
で
、
人
口
の
減
少
に
よ
り
近
年
で
は
年
間
約

１
０
０
０
㎞
の
ペ
ー
ス
で
廃
線
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
。
こ
う
し
た
中
、
２
０
０
６
年
、
大
手
バ
ス

会
社
撤
退
の
後
を
引
き
継
い
だ
埼
玉
県
日
高
市
の

赤
字
路
線
で
乗
客
を
増
や
し
て
い
る
の
が
、
イ
ー

グ
ル
バ
ス
株
式
会
社
だ
。

　
「
私
た
ち
が
ま
ず
着
手
し
た
の
が
、
運
行
状
況

の
〝
見
え
る
化
〟
で
す
。
バ
ス
の
車
内
に
、
赤
外

線
乗
降
セ
ン
サ
ー
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
設
置
し
、
停
留
所

ご
と
の
乗
客
数
や
停
留
所
間
の
乗
客
密
度
な
ど

あ
ら
ゆ
る
デ
ー
タ
の
収
集
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
運
行
状
況
と
コ
ス
ト
バ
ラ
ン
ス
の
評

価
・
分
析
に
乗
り
出
し
た
わ
け
で
す
。
他
の
業
種

で
は
、
こ
の
よ
う
な
事
業
改
善
の
取
り
組
み
は
珍

し
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
私
の
知
る

限
り
、
路
線
バ
ス
業
界
で
は
、
運
行
の
効
率
化
や

路
線
設
計
の
検
証
な
ど
、
当
た
り
前
の
こ
と
が
行

わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
公
共
性
の
高
い
バ
ス
事
業

に
は
、
国
に
よ
る
赤
字
補
填
式
の
補
助
金
制
度
が

あ
り
、
事
業
改
善
を
〝
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
〟

と
い
う
状
況
が
、
業
界
の
衰
退
に
つ
な
が
っ
た
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

—

地
方
都
市
の
バ
ス
事
業
者
の
う
ち
、
実
に

87
％
が
赤
字
に
陥
っ
て
い
る
状
況
だ
と
い
う
。
そ

の
よ
う
な
中
、
事
業
改
善
に
乗
り
出
し
た
同
社
が

次
に
見
え
る
化
し
た
も
の
は
、
顧
客
ニ
ー
ズ
だ
。

　
「
バ
ス
事
業
は
公
共
性
が
高
い
と
は
い
え
、
お

客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
す
。
つ
ま
り
お
客
様

の
生
の
声
を
生
か
す
こ
と
も
不
可
欠
な
の
で
す
。

例
え
ば
、
乗
降
客
が
少
な
い
理
由
は
、
使
い
勝
手

の
悪
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
バ
ス
の
中

に
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
式
の
車
内
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を

設
置
し
て
日
々
の
意
見
を
収
集
し
ま
し
た
。
ま

た
、
路
線
の
地
域
住
民
に
３
年
に
１
度
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
バ
ス
利
用
を
含
む
生
活
行
動
の
変

化
や
意
識
を
調
査
す
る
な
ど
し
て
、
顧
客
ニ
ー
ズ

の
見
え
る
化
を
進
め
ま
し
た
」

公共交通機関として顧客にとって
最適な利便性の高いバス運行

運行状況、顧客ニーズ、コストの
“見える化”で改善策を打ち出す

生活機能を有するハブ停留所の
設置で地域活性化に貢献

谷
や じ ま

島 賢
ま さ る

 氏

代表取締役社長

本　　社  ● 埼玉県川越市中原町2-8-2
創　　業  ● 1980年
資 本 金  ● 5,000万円
従 業 員  ● 193名
事業内容  ● 一般乗合旅客自動車運送事業（路

線バス・高速バス）、一般貸切旅客
自動車運送事業（観光バス）、特定
旅客自動車運送事業（送迎バス）

 

イ
ー
グ
ル
バ
ス 

株
式
会
社

東秩父村の体験施設「和紙の里」をハブ停留所とし、周囲に施設機能も設置する
ことで住民、観光客が集まり、村の新たなにぎわいの場となる

東秩父村

小川町駅

武蔵嵐山駅

寄居駅

ときがわ町

和紙の里ハブ化構想

クリニック
コンビニ郵便局

観光
案内所

和紙の里
ハブバスセンター

小川町駅

デマンドシステム

デマンドシステム

2時間に1本

1時間に1本

越生駅

埼玉県比企郡ときがわ町でのハブ＆スポーク化の取り組み
ひ き

武蔵嵐山駅
むさしらんざん

おごせ

ときがわ町
大野地域

ときがわ町
大野地域

椚平地域

小川町駅

越生駅椚平地域

武蔵嵐山駅せせらぎ
バスセンター
ハブバス停留所

ハ
ブ
＆
ス
ポ
ー
ク

導
入
前

導入効果

運行間隔
2時間に1本

一方向への
アクセス

運行間隔
1時間に1本

多方向に
アクセス可能

ハ
ブ
＆
ス
ポ
ー
ク

導
入
後

路線バスとデマンド併用
路線バス

路線バス

くぬぎだいら

ここが注目ポイント

徹底した“見える化”に基づいた
取り組みで地域の
赤字路線バスを再生

ときがわ町のハブバス停
留所「せせらぎバスセン
ター」（右）、川越のシン
ボル的な存在のボンネッ
トバスで小江戸川越の観
光地を結んで走る ( 上 )
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　住友林業は、「女性目線開発プロジェクト」による新商品
「konoka（コノカ）」の発売を開始し、モデルハウスを三鷹第
二展示場（東京都三鷹市）にオープンした。
　「konoka」は、女性カスタマーへのアンケート調査な
どから4つのキーワード「リビング」「ナチュラル」「愛着」

「自分」を抽出。それらをもとに4つの商品コンセプトか
ら、プロジェクトメンバーである女性社員が中心となって
商品開発を行った。

① リビングから発想するプランニング
・ すっきり美しく収納する「スタイリッシュなストレージ」

（パントリーなど）
・ 快適に作業できる「洗練ワーク空間」
 （サンルーム、ワークテラスなど）
・ 自分の時間も楽しめ、リビングもきれいに保てる「リビン

グ＋α」（畳コーナー「タタミーゼ」、テラスリビングなど）

② 木の風合いを生かした心地よいナチュラル空間を実現 
    する3つのインテリアスタイル
　（ナチュラルノルディック、フレンチシック、レトロモダン）

③ 使うほどに愛着のわく設備や部材
・  木の質感にこだわったくつろげるドレッサー
・  個性ある風合いのフローリング

④ 花とグリーンで毎日をより豊かにするガーデンスタイル

表紙：住友林業（株）東京西支店　三鷹第二展示場

※ 表紙もあわせてご覧ください

編集室より

■ 広告掲載・誌面に対するご意見、ご感想は
　 建材マンスリー編集室専用アドレスまでお寄せください。

4 月に雨が多かったからでしょうか、スーパーに買い物に行くと野菜が値上がりし
ていました。ふと思い出したのは、先日読んだ「植物工場」の記事。天候に左右さ
れない屋内で、人工光や空調などで環境をコントロールし、厳密な衛生管理により
病害虫の侵入を防ぐ。そのため農薬を使う必要がなく、安全な野菜を 1 年中安定
して栽培ができるのだそうです。そんなことが当たり前になっても、自然の恵みに
感謝する気持ちを忘れないで持ち続けたいものです。（E）

編
集
後
記

住友林業株式会社 木材建材事業本部 事業開発部

   kenzai-monthly@sfc.co.jp

今月のニュース

　文部科学省は日本工業規格である「木造校舎の構造設計
標準」（JIS A 3301）を1956年の制定以来、初めて全面
改正した。大規模木造建築物の設計経験のない技術者で
も木造校舎の計画･設計が進められるよう、また近年の学
校施設に求められる機能や性能等が確保できるようにする
ものだ。適用範囲は平屋建て及び2階建て、軒高9m以下
かつ最高高さ13m以下、延べ面積2,000㎡未満/1棟、
耐火または準耐火構造の適用を受けない木造建築物。
　この改正により、これまで複雑だった木造校舎の設計が
比較的容易となる。また、地域材や地元職人の技術活用に
よる地域経済の活性化や、学校の校舎等を含む大規模木
造建築物の設計技術者育成に寄与することなどが期待さ
れている。

JIS A 3301改正の主な内容
① ユニットの形状の種類を増加

② 各タイプの室の大きさの種類を増加

③ 荷重条件の設定の見直し

④ 構造部材の使用材料に構造用集成材や構造用合板を
    追加

⑤ 耐力壁の仕様
    （ユニット平面の壁配置において、必要な耐震耐風性能を満足し得る
     筋かい耐力壁及び構造用合板張り耐力壁を用意）

⑥ 水平構面の仕様
     （厚物の構造用合板を横架材に直張りする仕様）

⑦ 軸組各部の接合仕様の全面的な見直し

文部科学省（木造校舎の構造設計標準（JIS A 3301）及び技術資料）
http://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/mokuzou/index.htm

「木造校舎の構造設計標準」（JIS A 3301）が改正
複雑な木造校舎の設計が比較的容易になる

女性カスタマーの声から開発した「konoka （コノカ）」発売
東京・三鷹にモデルハウスオープン　〜住友林業

■ 弊社ホームページに特集ページのみを掲載中です。
   http://sfc.jp/mokuzai/kenzaimonthly/

お問い合わせ先：
住友林業（株）営業推進部  TEL：0120-21-7555
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建材マンスリー資料室

新  設  住  宅  計
建築主別

3月
12月1月2月対前年同月比

476 ▲ 1,569
23

453

▲ 298
1,318

364
▲ 908
▲ 715
▲ 157

711

▲ 235

▲ 43
▲ 41

16
▲ 167

1,356

▲ 880

220
▲ 1,840

790
▲ 49

▲ 1

76,416
1,705

74,711

23,725
32,478

607
19,606

8,709
10,763

68,117

8,299

1,557
3,594

0
3,148

43,846

32,570

480
17,744
14,215

64
67

67,713
1,099

66,614

20,282
26,856

533
20,042
10,377

9,511

61,095

6,618

1,007
2,917

54
2,640

36,196

31,517

259
18,217
12,946

45
50

69,887
2,075

67,812

21,352
30,243

732
17,560

7,575
9,887

61,858

8,029

1,899
3,494

16
2,620

38,252

31,635

884
18,015
12,626

44
66

67,552
1,039

66,513

20,813
25,672

622
20,445
10,693

9,630

59,947

7,605

723
3,207

245
3,430

35,999

31,553

310
18,863
12,258

75
47

244
▲ 1,813

▲ 3,527
4,257

325
▲ 2,624
▲ 2,001

▲ 608

▲ 60

▲ 1,509

215
▲ 938

▲ 64
▲ 722

▲ 1,385

▲ 184

494
▲ 2,311

1,682
▲ 30
▲ 19

対前々年同月比

利用
関係別

資金別

構造別

公共
民間
持家
貸家
給与住宅
分譲住宅
　うちマンション
　うち戸建
民間資金
公的資金

木造
非木造
鉄骨鉄筋コンクリート造
鉄筋コンクリート造
鉄骨造
コンクリートブロック造
その他

公営住宅
住宅金融機構融資住宅
都市再生機構建設住宅
その他住宅

2015年3月の新設住宅着工戸数　単位：戸　▲は減

12月 1月 2月 3月

プレハブ
2×4

2014年 2015年
3月 4月

10,598 10,735

2×4、
プレハブ戸数

8,612

（利用別・千戸）
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構造別木造戸数 木造前年同月比
木造戸建前年同月比

2014年 2015年 2014年 2015年

利用関係別戸数

4月 6月 7月 8月3月 4月3月 5月 6月 7月 8月5月0

8,896

5月 6月

10,672

8,186

12,350

9,412

7月

11,818

8,908

8月

10,727

9,183

9月

11,017

10,369

10月 11月

13,071

10,040

12,601

10,499

12月 1月

13,125

10,758

11,774

8,230

2月

10,672

8,132

3月

11,595

（出典：国土交通省ホームページ　http://www.mlit.go.jp/statistics/details/jutaku_list.html）

持家

貸家

分譲

給与

木造

新設住宅着工
戸数の推移
（総戸数、利用関係別）

2014年度
新設住宅着工戸数は
８８０,４７０戸。

前年度比
マイナス10.8％で
5年ぶりの減少。
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13.3%
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▲14.2%
16.4%
79.9%
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'04年度 '05年度 '06年度 '07年度 '08年度 '09年度 '10年度 '11年度 '12年度 '13年度

1,193 1,249 1,285 1,036 1,039 775 819 841 893 987
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本社　〒100-0005　東京都千代田区丸の内3-3-1　新東京ビル
ホームページ（URL）  http://www.yoshino-gypsum.com/

●お問い合わせは　吉野石膏DDセンター TEL:03（3284）1181

● ビスピッチの違いで2種の壁倍率
※詳細は、耐力壁の認定書、標準施工指導書をご確認ください。

耐力壁 防火構造

窯業系サイディング
厚15mm以上

胴縁材

屋外側

透湿防水シート

壁倍率

3.5

壁倍率

2.2

● 屋内側面材は省略可　● 断熱材は自由に選択可
※詳細は、防火構造の認定書、標準施工指導書をご確認ください。

EXボードなら、リサイクルできます

地球にやさしい

小屋裏、ユニットバス裏の面材が不要の防火構造

火に強い

壁内部の結露防止に有効

透湿抵抗は合板の約1/9

高強度、耐力壁認定取得

丈夫

防水性と防カビ性を高めたせっこう系耐力面材［厚さ 12.5㎜］

木造軸組 外壁下地用耐力面材
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昭
和

39年
8月

創
刊

　
第

51巻
　

平
成

27年
5月

1日
発

行
（

毎
月

1日
発

行
）

　
通

巻
595号

発
行

人
／

梅
木

孝
範

　
発

行
所

／
建

材
マ

ン
ス

リ
ー

編
集

室
　

〒
100-8270　

東
京

都
千

代
田

区
大

手
町

1-3-2（
経

団
連

会
館

）
　

TEL 03-3214-3280  FA
X 03-3214-3282

住
友

林
業

株
式

会
社

　
木

材
建

材
事

業
本

部
　

事
業

開
発

部
5

M
a
y

2
0
15

N
o
.5

9
5


